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「よろしくお願い致します」
「え、あ、あぁ」
「…（何！？どういう態度！？）」
「あ、どうも…」
「あの、お名刺を…」
Ａは堪忍袋の緒が切れそうだった。
いくら取引先とはいえ、これからＡが
契約をしようという派遣会社Ｂの営業
Ｃの態度は、まるでＡを挑発してい
る。営業で面会をしているにもかかわ
らず、Ｃは名刺すら出そうとしない。
「あ、あぁ、名刺ね、名刺、名刺…」
「それと、お見せいただいた契約書面
ですが」
「はぁ、それが何か？」
「確認を兼ねて、内容をご説明頂けま
すと…」
「見れば分かるでしょ」
Ａはもう我慢の限界だった。
「み、見ればわかるでしょ、って…」
「それとも、読めませんか？」
「…ちょっと！！いい加減にしなさい
よ！バカにしてる！？」
「はぁ、何キレてんの？」
「それが営業する態度なわけ！？」
「営業で悪かったな」
「Ｃさん！あなたは何をしにここに来
たんですか？」
「何をしに！？あんたに呼ばれたから
来てやったんだけど」
「…信じられない…」
「さて、用がなければ帰りますが」
「お引き取り下さい！！」
Ｃは、Ａに対して終始ぞんざいな態
度で接したが、元カノのＤの話に思わ
ず乗ってしまったことを、内心では気
が気ではなかった。
「これでよかったのか？」
「上出来よ。これでＡはあなたの会社
に文句をつけるはず」
「ま、まずいだろ…」
「あなたはあくまでも、しらを切れば
いい。そんなことは言っていない、Ａ
がウソをついている…」
「そんなの、通用するか？」
「それは、あなた次第ね」
「どいうこと？」
「姿勢を一貫できるか、ということ」
「でも、契約はおじゃんだろ」
「Ａの上司に、直接、Ａにひどい対応
をされた、と文句をつける」

「…」
「それとも、もう
降りる？この船か
ら…フフッ」
「おまえ…」
「無理だよね…や
り通さないと、あ
なたが首になる」
「…クソ…」
「鼻持ちならない

Ａに、一泡吹かせたかったんでしょ」
「…」
「やるしかないよね。頑張れ」
「他人事だな…」
「そう、他人事。でもあなたは私のシ
ナリオに従うしか選択肢がない」
その通りだった。案の定、ＡからＣ
の上司に、Ｃのふざけた対応に対する
苦情の電話が入った。
「Ｃ、おまえ、どういうつもりか」
「どういう、って言われましても、自
分には全く分からないことで…」
「分からない、って…」
「Ａさんが、何を言ったのか分かりま
せんが、私は何も…」
「おまえは、名刺も出さずに、契約の
説明もせず、日本語が分からないの
か、と…」
「と、とんでもありません。むしろ私
が、Ａさんから、営業のくせに、と
か、態度が悪い、とか、いろいろ言わ
れて…」
「…何だか、話が全く見えないな」
「信じてください。課長はどちらの味
方なんですか？」
「どっちの味方？何て言われても…だ
いたい、話が全然見えない」
「そんな…部下の私を信じてくれない
何て、悲しいです…」
「おい、ちょっと待てよ」
「わかりました。私がＡさんの上司
に、直接話をします」
「少し冷静になれ。まずはことの一部
始終を紙に書いて来い」
Ｃは上司から言われた通り、文書に
して報告をした。この文書は、もちろ
んＤが書いたものだ。
「確かに、Ｃが言っていることも事実
のようにも感じるが…」
「これはＣが書いたものじゃないな」
「えっ…」
「Ｃが何を考えているのかさっぱり分
からんが、Ｃの不始末を認めてＡに謝
罪させるか、それともＣの言い分を認
めて、Ａに逆に抗議するか…」
「それでは、契約が…」
「いや、すでにこのままでは契約は無
理だ。だからどうすべきか…」
「Ｃは、自分でＡの上司に、文句を言
う、と言ってます」
「そうか…それじゃ、やらしておけば
いいんじゃないのか」
「それは、あまりに危険…」
「そうだろうか」

「なるほど…Ｃが勝手に暴走したこと
にしておけば…」
「会社としては、伺い知らなかったこ
と、と形式的に詫びを入れればいい」
「Ａらが納得しなかった場合は…」
「Ｃに責任を取ってもらう」
Ｃの上司や人事も含めた経営幹部ら
が、こんな話をしていることなど知る
由もないＣは、会社が何も対応しない
ことにしびれを切らし、Ａの上司Ｅに
対して、抗議文を郵送した。
「派遣会社Ｂの営業Ｃから、唐突に私
にこんな文書が届いたが…」
その内容を見たＡは絶句した。
「冗談じゃありません。全てうそで
す。でっち上げです」
「確かに、何かおかしいような気もす
るが…」
「当然です。ウソなんですから…」
「…」
「Ｂ社に、抗議してください」
「まぁ、少し考えさせてくれ」
そう言うとＥは自席に戻るなり、Ａ
と同期のＤを呼んだ。職責上はＡの部
下だが、テキパキとそつなく仕事をこ
なすＡに比べ、どこか陰鬱で、あまり
目立たないＤは、見劣りがする。
「内密にして欲しいんだが…」
「はい…」
「実はこんな文書が、派遣会社Ｂの営
業から届いたが…」
Ｄは、分かっているとはいっても、
目の前に、上司から自分が書いた文書
を見せられ、少なからず動揺したが、
その気持ちを悟られないよう、毅然と
言い切った。
「これはウソだと思います」
「そう思うか…Ａもそう言っていた」
「Ａさんは、そんなことはしません」
「そうだよな」
「Ａさんは優秀ですし、もうすぐ課長
になるんじゃないですか？」
「課長…って、課長は俺だろ」
「Ｅ課長は、次長じゃないですか」
「…いや、俺はそれほど…」
「遠慮は美徳かも知れませんけど…」
「Ａが優秀なのは、確かだよ」
「私は、Ｅ課長の方がもっと優秀だと
思いますけど…」
「…」
「Ａさんに課長職を取られる、とか、
もしかして思ってませんか？」
「…そんなこと…Ｄ、いったい何が言
いたい？」
「もしそう思っているなら、Ａさんの
評価を下げる機会じゃないですか」
「な、何を言うんだ…」
「そういうしたたかさも、大切じゃな
いのかと、思ったりしたので…」
「…」
重苦しい沈黙のまま、課長のＥは一
人そこに残された。したたかさ、か…
Ｄの言うことも、一理あるか…
「Ｅ課長、どういうことでしょうか」
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Ａは、上司であるＥ課長に詰め寄っ
た。Ｅ課長は、Ａの抗議に応じなかっ
ただけでなく、Ｃが提示した契約を、
Ｅ自身の判断で丸呑みしたからだ。
「これでは、私が一方的に悪いみたい
じゃないですか」
「大人の対応だよ。Ｂ社とはこれから
も付き合っていなければならない」
「であれば、尚更今回のような…」
「Ｂ社に文句を言え、と」
「当然です」
「君だって、全く非が無い訳ではない
だろう」
「どういうことですか」
「声を荒げたことは事実…」
「そ、それは…」
「それにバカ発言、営業を侮辱して、
一方的に帰らせた…」
「…」
「君が大人の対応をしていれば、Ｂ社
に文句の一つも言っても良いかもしれ
ないが、これじゃ、お互い様だろ」
「どうして…」
「これからは、あんまりカッとならな
いことだな
「…」
「Ｂ社とは、両当事者個人に対して、
厳重に注意をする、ということで了解
を得ている」
「…とても、納得ができません…」
「そう言われても困る。今更覆すこと
は出来ないよ」
「既成事実にしたということですか」
「おい、ずいぶん失礼だな。口の利き
方をわきまえてくれ。Ｂ社のＣにも、
そうやって居丈高にモノを言ったんじ
ゃないのか…身から出た錆だ」
「課長ではお話になりません」
そういうと、すぐさまＡは人事部長
を訪ね、助けを求めた。
「何も聞いてないんですか？」
人事部長のＦは、憮然とした表情で
聞いていた。
「だが、人事は人事でも、派遣社員の
受入れは、現場の権限だからね。それ
に、いったん契約を結んだ以上、さし
たる理由も無く、契約を解除するの
は、どうだろうか…」
「それじゃあ、何も問題なし！？」
「いや、大ありだね」
「その通りです」
「君のことだよ」
「エ、エッ…」
「Ｂ社の営業マンＣからの書面によれ
ば、君からパワハラ発言があったと」
「冗談じゃありません」
「でも、事実なんだろ」
「Ｃに原因があります」
「とはいっても、君の発言が容認され
る理由にはならないよ」
「…」
Ａは愕然とした。
人事部長のＦは、他の役員と、今後
の対応について協議することにした。

「Ａは残念な人材だな」
「ですが、私が引っかかるのは、Ａの
上司であるＥ課長です」
「Ｅ…！？」
「派遣会社のＢにとって、ウチが重要
な取引先であるはずです。その営業マ
ンのぞんざいな態度を、Ａがたしなめ
たからと言って、痛み分けどころか、
契約内容まで丸のみにしているのは、
Ａの非を全面的にみとめるようなもの
です」
「人事部長の言わんとするところが、
いまひとつわからないが…」
Ｆ人事部長は、人心の機微に疎い常
務のＧを心の中でバカにしながら、説
明を続けた。
「そもそも取引上、ウチが下手に出る
必要など全くない相手である、という
ことです。しかも、Ａの発言がパワハ
ラなどと指摘され、事実上頭を下げた
格好になっている。状況は、極めてグ
レーとしか言いようがないのに、積極
的にパワハラを加害者側が認めること
は、不自然と考えるべきです」
「なるほど…」
「もっとはっきり言えば、Ｅ課長に、
Ａに対する不当な意図があったのでは
ないか、ということです」
「それは捨て置けない話だな。それじ
ゃ、Ａではなく、Ｅを処分…」
「いえ、二人とも処分します」
「二人とも…！？」
「はい。Ｅ課長の独断とは言え、会社
間の約束を反故にすることは得策では
ありません。それに、Ｂ社からの抗議
と言っても、営業マンＣという一個人
からの申入れにすぎません。これはＢ
社が、事実関係が問題になった際に、
会社は知らなかった、と逃げる口実に
するものです。しかも、そのような一
営業マン個人の抗議を、ロクに確認も
せずあたかも重大であるかのように、
全面降伏したＥ課長は、重大な戦犯で
す」
「戦犯とは、穏やかでないね」
「問題は、Ｂ社への対応です。二人を
処分した上で、Ｂ社に対して、こちら
としてはけじめをつけたが、お宅らも
弁明の一つもしたらどうか、と暗にせ
まり、今後は姑息なことをしないよ
う、牽制します」
その後、取引先のＢ社では、問題の
営業マンＣを依願退職させ、Ｆ人事部
長に長々と弁明文書を送ってきた。
ＡもＥ課長も、降格配転となったた
め、管理職が居なくなってしまったＤ
の部署では、Ａと同期で最もキャリア
の長いＤが、次期課長含みで課長代理
に抜擢された。棚ぼた昇格ではあった
が、あまりに見事に、はるか遠くのタ
ーゲットを次々に打ち抜いた結果に、
Ｄは興奮していたが、「私に務まるでし
ょうか」などと言いつつも、瞳は怪し
く輝いていた。

当事者の真意を読み取り、問題に対する
認識のギャップを埋め、話をつなぐ
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